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ご 挨 拶     会長 伊藤征治       

会員の皆様にはご健勝にお過ごしのこととお慶び申し上げます。

去る 5 月 24 日、近畿松江会は「創立十周年記念総会」を開催いたし

ましたが、それに先立ち 5 月 16 日朝刊で松江市民が 60 数年間待ち望ん

でいました松江市のシンボル「松江城天守」を天守 5 例目の国宝に指定

するよう答申が出たことは皆様ご存じの通りであります。松江市はもとより私達近畿松江会も極

めてタイミングの良い強力な援護を頂きましたが、これは偏に松江市当局関係者の方々のたゆま

ぬご尽力の賜物と深甚の敬意を表しますと共にお慶び申し上げる次第であります。

尚、総会は約 140 名の参会者によりお陰様で盛会裡に行うことが出来ました。

当近畿松江会は、平成 17 年 3 月、松江市が近隣 7町村との大合併により人口 20 万の「新松江

市」誕生を機に、和田亮介様が長年の懸案であった「近畿松江会」設立に強い思いを致され、同

年 11 月、リーガロイヤルホテルで設立準備委員会を起ち上げ、翌 18 年 2 月、第一回発起人会(

発起人は 10 人)を開催、松江市役所をはじめ関係各部署との打ち合わせ等々、当初より大変ご尽

力戴き発足した次第であります。十周年記念総会当日は、和田様はじめ数名の発起人の方々、そ

して故郷松江をこよなく愛しておられます沢山の会員の皆様にご出席戴き、「近畿松江会設立第一

回記念総会」の際と同じ新阪急ホテルで開催出来ましたこと、会の運営に携わっております役員

を代表致しまして厚く御礼申し上げる次第でございます。

当日は、故郷松江から松浦市長様はじめ市の関係各部署の方々、更には島根県大阪事務所・島

根県人会・京都島根県人会・鹿児島県人会・近畿安来会・近畿いずも会の皆様のご来臨を頂きま

した。

基調講演は、今回が創立十周年の記念総会でもあることから、皆様ご存じの小泉八雲の曾孫で

いらっしゃいます小泉凡先生に「松江の文化資源、小泉八雲を現代に活かす」と言うテーマでご

講演戴きました。小泉八雲が関わった世界各地における数々の足跡、オープンマインドで生きる

小泉八雲の未来へのまなざし、子どもの五感力育成に八雲を生かす、怪談の資源化をめざす文化
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観光等々、小泉先生からでなければお聞きできない内容で、限られた時間をいささか心惜しく感

じたことでした。

ご講演の後、懇親会に先立ちまして当会設立当初より今日まで会の草創期に大変ご尽力賜りま

した 5 名の方々に松江市より功労者表彰が記念品と共に授与されました。5 名の先輩方におかれ

ましては、ご健康にご留意いただき、今後とも私達後輩のご指導、ご鞭撻の程を宜しくお願い申

し上げる次第です。

現会員の構成を申し上げますと、我が国情と同様で高齢化している状態は否めないところであ

ります。私共役員と致しましては、古き良き文化と伝統のある、何よりも人間関係の温かい故郷

を共有しております近畿松江会の今後の更なる発展と会員皆様相互の親睦を図り、郷土の発展と

活性化に積極的に参加・貢献できますよう、微力ながら注力致したく思っております。

その礎として、年齢層をはじめ多種多様な分野、立場でご活躍中の方々等、老若男女、幅広い

会員構成が必要不可欠と思っております。何ぶん時代の要請と言いますか、近年はコンプライア

ンスの観点等から新会員勧誘には様々な制約が有り難渋しているのが実情でございます。その中

で、今回は松江市立女子高同窓会の皆様、松江南高卒業生有志の皆様からまとまったご参加を頂

き、本当に嬉しく存じました。厚く御礼を申し上げます。会員の皆様におかれましては、新規に

ご参加いただける方々の情報が有りましたら、是非とも事務局宛ご一報頂ければと、この点何ぶ

ん宜しくお願い申し上げます。

尚、毎年総会会場においてお茶席を設けて来場者の皆様に心温まるお抹茶のサービスを頂いて

おります苅田運三郎前会長の奥様には、今回も従来と同様にご尽力を戴きました。紙面をお借り

して厚く御礼申し上げます。

最後になりましたが当会の益々の発展と、会員の皆様、十周年記念総会にご参加いただきまし

た皆様のご健勝を心よりご祈念を申し上げます。

有難うございました。
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近畿松江会の皆さまへ  松江市長 松浦正敬

皆さまこんにちは。先日は、近畿松江会の創立１０周年記念総会・懇

親会が盛大に開催されましたこと、誠におめでとうございました。思い

起こしますと、松江市が合併した時には、「松江人会」は存在しなかった

のですが、和田前顧問様を中心とした皆さまのご尽力で設立準備会が発

足し、それを契機にたいへんな勢いで盛り上がり、翌年には設立の運び

となりました。設立の年の１０月に鼕行列が御堂筋パレードに参加した際には、発起人の皆さま

にお世話になるとともに、引き手にも加わっていただくなど、会の発足の盛り上げに花を添えて

いただいたことを覚えております。私自身、発足準備の段階からいろいろとお話を聞かせていた

だく機会も多く、非常に思い入れの強い会であります。また、会発足後も 田顧問様を中心とし

た皆さまの強いリーダーシップのもと活動内容はますます充実し、１０周年という記念すべき日

を迎えることができました。設立準備委員会当時から携わってこられた皆さまのご尽力に心から

敬意を表すとともに、これからもさらに発展していくことを切にお祈りする次第であります。 

さて、ご案内のとおり松江城天守が国宝に指定されました。松江市にとっては 60 年以上にわた

る悲願であり感激もひとしおでございます。国宝実現の決め手は完成年代の分かる祈祷札の発見

と通し柱による構法や金物を多用した 包 板
つつみいた

の技法など近世城郭最盛期を代表する建築物で極

めて高い価値があることが評価されたものです。しかし、何より国宝への後押しになったものは、

市内にお住いの方あるいは松江をふるさとにされる方の松江城を愛する強い思いであったことは

間違いありません。近畿松江会の皆さまからも国宝化実現に向け、４００人を超える方々から署

名をいただきました。本当にありがとうございます。これからも国宝のお城があるまちとして、

都市の格をさらに上げるべく様々な取り組みを行ってまいりたいと考えております。 

また、経済産業省の「暮らしやすさ」ランキングにおいて、松江が全国１，７４１市町村の

トップとなりました。これは生活の利便性の高さと地震発生リスクの低さが高評価につながっ

たものです。本年度は地方創生元年と言われますが、たいへん弾みのつく結果になりました。

今後はこの「暮らしやすさ」を積極的にＰＲしていくことはもちろんのことですが、松江に愛
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着を持つ人を育てる「人づくり」にも力を入れていき、住む人が誇りと自信に満ち溢れた素晴

らしいまちづくりに向け決意を新たにしたところです。 

このほかにも、春には尾道松江線の開通やＦＤＡ名古屋便の就航、スポーツ界ではテニスの

錦織圭選手をはじめとした地元出身選手の活躍、あるいは宍道湖産のシジミの漁獲量が４年ぶ

りに全国１位に返り咲いたことなど全国からあるいは世界中から非常に注目を集めております。 

これからも皆さまのふるさと松江を全力で磨き上げ、さらに魅力あふれるまちにしていきま

すのでご支援ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

結びに、近畿松江会は１０年という節目を迎えましたが、さらに２０年、３０年に向かって飛

躍されるものと大いに期待いたしております。これからも近畿松江会が隆盛を極めますとともに、

会員の皆さまのご健康とご多幸を祈念しましてごあいさつとさせていただきます。 

「暮らしやすさ」総合日本一 

 経済産業庁が全国 1,741 市区町村に対し行なった調査項目 22項目中、松江市が次の 

6 項目で全国１位、総合日本一となりました。（公表 平成 27 年 3月 30 日） 

 【生活利便性】バス停までの距離      全国平均 0.8km  松江市 0.4km 

 【働きやすさ】地域の求人倍率       全国平均 1.06 倍  松江市 1.20 倍 

  【医療・福祉】病院又は診療所までの距離  全国平均 1.6km  松江市 0.9km 

  【医療・福祉】高度な救命措置が可能な救命・救急センターまでの所要時間 

                       全国平均 46.9 分  松江市 17.5 分 

  【災害】今後 30 年間に、震度 6以上の揺れが生ずる確率 

                       全国平均 15.7％  松江市 0.9％ 

  【ライフスタイル】地域の活動（まちづくり、町内会、ＰＴＡ活動など）に係わる割合 

                       全国平均 2.5％   松江市 4.1％ 
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平成２７年度 役員名簿 新役員

顧   問         田運三郎（雑賀町・雑賀小学校） 

会   長        伊藤 征治（北堀町・北堀小学校） 

副 会 長        小川 龍朗（島根町・加賀小学校） 

副 会 長        有田  嵩（宍道町・宍道小学校） 

幹事長兼事務局長     竹谷  奬（八束町・八束小学校） 

副 幹 事 長        井上 芳子（石橋町・北堀小学校） 

副事務局長        内部  茂（東朝日町・中央小学校） 

常任幹事 （ゴルフ担当） 井上 隆吉（上東川津町・川津小学校） 

常任幹事 （地域担当）  押田 良樹（大庭町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  木村 恵吉（雑賀町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  木村八重子（東本町・母衣小学校） 

常任幹事 （地域担当）  武田 貞雄（雑賀町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  渡辺  悟（北田町・付属小学校） 

常任幹事 （地域担当）  田中 裕子（石橋町・北堀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  鶴羽 孝子（西持田町・持田小学校） 

常任幹事 （広報担当）  松本 耕司（上本庄町・本庄小学校） 

常任幹事 （広報担当）  茂居理智子（竪 町・雑賀小学校） 

監  事         木原  貢（宍道町・宍道小学校） 

監  事         佐藤 徹志（飯南町・現雲南市） 
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近 畿 松 江 会 １０年の 歩 み 『設立準備～創立 10 周年記念総会・懇親会』

平成１７年（２００５年） 

 １１月２日

・設立準備委員会 於：リーガロイヤルホテル

  島根県人会会長 和田亮介氏の肝いりで発起人の選出を協議

平成１８年（２００６年） 

 ２月１４日

・第１回発起人会 於：料亭「芝苑」

    発起人１０人（職域・敬称略）により会長に長谷川吉雄氏を事務局長に 田運三

    郎氏を指名 会員１００名を目標に努力を誓う

    和田亮介・篠崎治・長谷川吉雄・ 田運三郎・有田嵩・竹澤博幸・山本雅昭

    小川龍朗・福原耕一・後藤守弘

 ４月４日

  ・第２回発起人会 於：島根県大阪事務所２階会議室

    事務局実務の具体的推進事案を協議

    和田亮介・長谷川吉雄・ 田運三郎・福原島根県大阪事務所長・後藤同課長

 ４月１８日

  ・第３回発起人会 於：島根県大阪事務所３階会議室

   事務局実践活動の推進、会員加入進捗状況の把握、松江市当局並びに関係団体へ

   の支援要請事項の精査について協議

７月２４日～２６日

  ・松江市および関係団体訪問挨拶と設立の協力お願い行脚（長谷川吉雄・ 田運三郎）

    松江市・同７支所・松江商工会議所・松江観光協会・山陰新報本社・他１０団体

８月８日  

・第４回発起人会 於：島根県大阪事務所３階会議室

  平田山陰中央新報大阪支社長を招聘し創立総会ＰＲを協議

１０月８日

・鼕山車台 大阪御堂筋パレードに参加 

石橋三丁目鼕保存会・北堀町三区鼕宮保存会・東本町一丁目鼕保存会の３保存会が大阪

二十一世紀協会主催の御堂筋パレードに参加。三・三キロを当会の長谷川会長ほか慈恵

学園の子供達と気息を合せ、共に綱を引く 
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１０月２２日 

・設立総会・懇親会 於：大阪新阪急ホテル「月・星の間」

 会員９１名 来賓３１名 関の五本松節保存会ご一行

会則の制定・長谷川吉雄会長ほか１７名の役員承認

   ※『ふるさと情報発信へ「近畿松江会」設立』山陰中央新報に記事掲載

平成１９年（２００７年） 

 １０月７日

・第２回総会・懇親会 於：ホテル阪神 ザ・ボールルーム

  会員６２名 来賓１５名 島芝翫節保存会ご一行

平成２０年（２００８年） 

 ５月１１日

・第３回総会・懇親会 於：ホテル阪神 ザ・ボールルーム

  会員７５名 来賓２１名 亀尾神能保存会ご一行

・会報第１号発行 

     ＮＨＫ朝ドラ松江発「だんだん」９月２９日から放映

 ９月２２日

  ・八束中学校 大阪商人体験 地元産品販売・観光ＰＲ 応援（第１回）

     於：天神橋商店街

※役員の意志疎通を図るため「三水会」と命名し概ね月に１回会合を持つこととした



~ 13 ~ 

平成２１年（２００９年） 

 １月１７日

  ・役員会 於：京都祇園「ゆう」

     第２代会長に 田運三郎氏を推挙 後、総会承認まで会長代行として職務

５月１５日

・第１回「故郷訪問バスツアー」 

第４回総会・懇親会 総 会 於：松江市役所３階会議室

          懇親会 於：美保関「なべや別館」

   会員・会友７３名 来賓９名 関の五本松節保存会ご一行 

当初会則を全文改正・ 田会長ほか１３名の新役員承認

５月１６日

・日本三大船神事 松江城山稲荷神社式年神幸祭「ホーランエンヤ」観覧

    松江大橋沿北側特別桟敷 会員・会友８０名 京都島根県人会ご一行

９月１７日

・八束中学校 大阪商人体験 地元産品販売・観光ＰＲ 応援（第２回）

     於：天神橋商店街

９月３０日

  ・会報第２号発行

     “ホーランエンヤ”観覧記

平成２２年（２０１０年） 

 １月８日 

・皇后杯第 28 回全国都道府県対抗女子駅伝 島根県チームを激励

京都島根県人会主催の激励会に役員有志初参加 縁結びストラップと激励金を贈呈 

 １月１０日

  ・同駅伝応援 京都西京極競技場、沿道にて応援

５月９日

・第５回総会・懇親会 於：ホテル阪神 ザ・ボールルーム

会員・会友７２名 来賓・ゲスト２７名  

名誉会員加入（白木みのる・三林京子） 
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国指定重要無形民俗文化財「佐陀神能」ご一行 

ソプラノ歌手 下垣真希 ミニコンサート

会則第２条 【会員】を【会員・名誉会員】へ改正 

９月２２日

・八束中学校 大阪商人体験 地元産品販売・観光ＰＲ 応援（第３回）

     於：天神橋商店街

９月３０日

  ・会報第３号発行 

会報【松江だんだん】（名称を会員より募集）として発行 

  会員による出身地リレー寄稿集“松江だんだん”開始 

    会員名簿を出身小・中学校別にあらためる 

題字 和田亮介氏 

※映画「ＲＡＩＬＷＡＹＳ」（監督：錦織良成、主演：中井貴一）が５月２９日（土）か 

ら全国ロードショー上映・観賞券仲介 

平成２３年（２０１１年） 

６月４日

・第２回「故郷訪問バスツアー」

第６回総会・懇親会 於：ホテル一畑 梅の間・サンシャインホール

   会員・会友５６名 来賓・ゲスト３３名 

美女舞姫隊の歌と踊・イケメン若武者隊  

の合戦絵巻ご一行 
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６月５日

・出雲大社参拝（正式参拝・大屋根改修見学）

or 松江歴史館見学、付近散策

９月２1 日

  ・八束学園（１月に八束小学校・中学校より小中一貫校として開校）

 大阪商人体験 地元産品販売・観光ＰＲ 応援（第４回） 於：天神橋商店街

９月３０日

・会報第４号発行 

   “ふるさと訪問バスツアー”感想文 

※皇后杯第 29 回全国都道府県対抗女子駅伝 島根県チームを激励（２年目）

※３月 東日本大震災義援金および物資を募る

平成２４年（２０１２年） 

９月１９日

・八束学園 大阪商人体験 牡丹ほか販売・観光ＰＲ 応援（第５回）

        於：天神橋商店街

９月３０日

・会報第５号発行 

“山陰古事記の旅”感想文

“松江城を国宝に”運動で創建当時の棟札（祈祷札）が発見される 

１１月１８日

・第７回総会 於：松下 IMP ビル５階 G 室 

   ※近畿島根県人会創立５０周年記念行事に合せ総会のみ開催

※皇后杯第 30 回全国都道府県対抗女子駅伝 島根県チームを激励（３年目）

※児童養護施設「双樹学院」へ学用品、支援金を贈呈（初年度）７月：同院訪問

 ※新事業として親睦ゴルフ大会を設置（９月）
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平成２５年（２０１３年） 

６月２日

・第８回総会・懇親会 於：大阪新阪急ホテル ２階 花の間

   会員・会友７６名 来賓１２名  松江城 姉さま鉄炮隊ご一行

      田会長の後任に第三代会長として伊藤征治氏を選出

９月１９日

・八束学園 大阪商人体験 牡丹ほか販売・観光ＰＲ 応援（第６回）

    於：天神橋商店街

９月３０日

・会報第６号発行 

まつえ産業支援センター開設の報告

※皇后杯第 31 回全国都道府県対抗女子駅伝 島根県チームを激励（４年目）

※児童養護施設「双樹学院」へ支援金を贈呈（２年目）

平成２６年（２０１４年） 

５月３１日

・第３回「故郷訪問バスツアー」

第１日目 加賀の潜戸・美保神社

第９回総会・懇親会 於：美保館

   会員・会友５６名 来賓・ゲスト２１名 関の五本松節保存会ご一行 

特別講演 松江観光協会観光文化プロデューサー 高橋一清氏 

「松江のたからもの」 

    会報第 7 号に概要掲載
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６月５日

・第２日目 美保関灯台・枕木山・八雲本陣

９月１７日

・八束学園 大阪商人体験 牡丹ほか販売・観光ＰＲ 応援（第７回）

    於：天神橋商店街

９月２５日

  ・八雲中学校 地産品販売 応援 於：福島聖天商店街

９月３０日

  ・会報第７号発行 

   “ふるさと訪問バスツアー”に参加して 

※皇后杯第 32 回全国都道府県対抗女子駅伝 島根県チームを激励（５年目）

※児童養護施設「双樹学院」へ支援金を贈呈（３年目）

平成２７年（２０１５年） 

 ５月１５日 

・松江城天守 国宝に答申 ・・・ ７月８日国宝に指定

５月２４日

・創立１０周年記念総会・懇親会 於：大阪新阪急ホテル ２階 花の間

     会員・会友１０５名 来賓３３名   

     基調講演 小泉
こいずみ

 凡
ぼん

（島根県立大学短期大学部教授・小泉八雲記念館顧問ほか） 

「松江の文化資源、小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）を現代に活かす」 

概要：Ｐ-２７～３０参照 

※皇后杯第 33 回全国都道府県対抗女子駅伝 島根県チームを激励（６年目）

※児童養護施設「双樹学院」へ支援金を贈呈（４年目）
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近 畿 松 江 会 

総 会・懇親会

日時：平成 ２７ 年 ５ 月 ２４ 日 （日） 

    １１：００～１４：３０ 

会場：新阪急ホテル ２階 【花の間】  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

式   次   第 

【総 会】１１：００～１１：２０  司会 副幹事長 井上芳子

１ 開会のことば                     副会長   小川龍朗 

２ 会長あいさつ                     会 長   伊藤征治 

３ 議 事 

（１）平成２6年度事業報告と決算報告          事務局長   竹谷 奬 

（２）平成２6年度会計監査報告              監 事   佐藤徹志 

（３）新役員紹介                      副会長   有田 嵩 

（４）平成２7年度事業計画と予算（案）         事務局長   竹谷 奬 

４ ゴルフ同好会へのお誘い               常任幹事   井上隆吉 

５ 閉会のことば                    常任幹事   押田良樹 

【基調講演】１１：３０～１2：20   紹介 常任幹事 渡辺 悟 

   「松江の文化資源、小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）を現代に活かす」小泉凡先生 

・・・・・休   憩・・・・・ 

【懇親会】 １2：３０～１４：3０   司会  常任幹事 松本耕司 

１ 開会のことば                    常任幹事   木村恵吉 

２ 来賓祝辞                      松江市長     松浦正敬 

３ 来賓紹介・祝電披露                 常任幹事   茂居理智子 

４ 功労者表彰   【受賞者：小川龍朗・和田亮介・ 田運三郎・有田嵩・井上隆吉】

    代表挨拶                            和田亮介 

５ 乾 杯                  近畿島根県人会会長  戸津川明克 

６ 歓談・懇親                         

７ 福引き大抽選会【松江産品紹介ほか】 

８ ふるさと「松江」斉唱 

９ 万歳三唱                  振商会近畿支部長   松尾年浩             

10 閉会のことば                    常任幹事    鶴羽孝子 

創立１０周年記念大会 
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功 労 感 謝 状 を 受 賞 し て

写真右より

小 川 龍 朗 （島 根 町）

和 田 亮 介 （宍 道 町）

 田 運三郎 （浜 乃 木）

有 田 嵩 （宍 道 町）

井 上 隆 吉 （上東川津町）

小 川 龍 朗〔副会長〕

思いつくままに

近畿松江会 10 周年記念大会で、功労者表彰に選任頂き有り難うございました。
松浦松江市長を始め会員の皆様方のご推挙に、誌上を借りて改めてお礼を申し

上げます。

 図らずも、近畿松江会の発起人の一人として会を立ち上げてから、早いもの

で 10年が過ぎたのですね。
 当初は、個性（我と誇り）の強い松江人気質の集団、それぞれの思惑も絡みスムーズにいくだ

とうか、と若干危惧もしていましたが、そこは協調性も併せ持つお国柄、時の経つ間もなく現在

のアットホーム的な組織に見事進化しました。その頃の存続の危機の裏話は、改めて 20周年大会
頃にお話しましょう、

 いま振り返って、ひと口で言えば、“感無量”のひと言でしょう。

 県人会活動の事業面では、事務局担当の面々の対応も当を得たもので、遊び感覚でのＮＨＫ朝

ドラ「だんだん」の主演俳優たちとの楽しかった交流。12年に一度の日本三大船神事「ホーラン
エンヤ」観覧、「ふるさと訪問バスツアー」などと、生れ故郷の再発見の企画。感激！感謝！！、

お世話様でした。

 このところ、新しくそうそうたる役員が増えました。マンネリに慣れず新しい発想を試みまし

ょう。

 “故郷は遠くにありて想うもの・・・”、それはそれで良しとして、“故郷は近くにありて創る

もの・・・、と提起します。つむじ曲がりの屁理屈、ご免なさい。

合縁奇縁と申しますが、近畿圏で生活の場を共有する組織の絆を大切にし、故郷松江をこよな

く想う同志が集う近畿松江会、併せて松江市の更なる発展を祈念しながら思いのままを述べまし

た。

最後に近畿松江会設立の提案者でもあり、あらゆる面で助力下さった前顧問、和田亮介畏兄に

深甚なる敬意を表してお礼を申し上げます。

それでは皆様、重ねてだんだん有り難うございました。

思いつくままに・・・。
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功
労
感
謝
状
を
受
賞
し
て

和
田

亮
介
（
元
顧
問
）

近
畿
松
江
会
を
創
っ
た
男

こ
の
、
５
月
２
４
日
、「
近
畿
松
江
会
」
の
創
立
１
０

周
年
大
会
が
開
か
れ
た
。

大
阪
は
梅
田
、
新
阪
急
ホ
テ
ル
の
会
場
に
集
ま
っ
た

の
は
、
伊
藤
征
治
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
１
３
０
名
を

超
え
る
人
た
ち
で
あ
る
。
予
想
外
の
盛
況
だ
っ
た
。

式
も
半
ば
、
５
名
の
古
手
会
員
が
呼
び
出
さ
れ
、
松

江
市
長
の
松
浦
正
敬
氏
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
受
賞
者

５
名
を
代
表
し
て
、
こ
の
私
に
謝
辞
を
述
べ
よ
と
の
司

会
者
の
声
。
柄
に
も
な
く
、
マ
イ
ク
を
握
っ
た
手
が
震

え
る
。

「
せ
っ
か
く
の
ご
指
名
に
異
を
唱
え
る
の
は
失
礼
で

す
が
、
私
が
代
表
し
て
挨
拶
申
す
の
は
本
来
間
違
い
で

す
。
マ
イ
ク
を
握
る
べ
き
は

田
運
三
郎
君
、
私
の
後

ろ
で
に
こ
や
か
に
笑
っ
て
い
る
男
で
す
。

私
と
同
じ
昭
和
６
年
生
ま
れ
、
松
江
中
学
の
同
期
で

す
が
、
彼
は
松
江
会
の
創
設
が
発
議
さ
れ
た
時
、
い
ち

早
く
手
を
挙
げ
、
今
日
ま
で
、
わ
が
子
の
よ
う
に
こ
の

会
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
毎
月
必
ず
バ
ス
で
松
江
へ
帰

り
、市
長
は
じ
め
要
職
の
方
々
と
の
人
間
関
係
を
深
め
、

松
江
の
諸
行
事
に
も
顔
を
出
さ
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
た
び
の
松
江
城
の
国
宝
が
叶
っ
た
時
、
テ
レ
ビ

の
前
で
万
歳
を
叫
び
、
涙
を
流
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
故
郷
を
思
う
運
三
郎
君
が
出
来
上
が
っ

た
の
は
、
実
は
彼
一
人
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陰
で

支
え
た
人
が
い
た
の
で
す
。
奥
さ
ん
の
チ
エ
ミ
さ
ん
が

そ
の
人
で
す
。

チ
エ
ミ
さ
ん
は
人
も
知
る
裏
千
家
の
茶
の
宗
匠
で
す
。

運
三
郎
君
が
２
代
目
の
松
江
会
の
会
長
と
な
っ
て
以
来
、

年
１
回
の
総
会
の
時
、
必
ず
会
場
に
茶
席
を
設
け
、
来

会
者
に
茶
を
呈
し
た
の
で
す
。
ご
承
知
か
ど
う
か
、
彼

に
は
茶
の
心
得
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

お
茶
ど
こ
ろ
の
松
江
会
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
の
お
茶
席
が
、

２
代
目
会
長
に
文
化
的
風
格
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
疑

い
を
い
れ
ま
せ
ん
。
本
日
も
会
場
に
お
茶
席
が
設
け
ら

れ
、
皆
様
は
松
平
不
昧
公
の
雰
囲
気
を
満
喫
さ
れ
た
に

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
顧
問
に
退
い
て
い
ま
す
が
、会
長
在
籍
丸
６
年
、

私
は
こ
の
松
江
会
が

田
夫
妻
の
情
熱
と
努
力
に
よ
っ

て
創
ら
れ
た
こ
と
を
、
い
さ
さ
か
も
疑
い
ま
せ
ん
。
付

け
加
え
る
な
ら
、
故
郷
松
江
に
は
、
今
や
彼
を
村
長
に

い
た
だ
く
“
隠
居
村

”
が
あ
り
、
年
１
回
“
隠
居
広
場
”

の
催
し
が
あ
り
ま
す
。
去
る
４
月
に
も
、
そ
の
《
三
回

喜(

さ
ん
か
い
き
）》
を
盛
大
に
催
し
ま
し
た
。

当
分
彼
の
笑
顔
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
笑
顔
の
絶
え
な
い
か
ぎ
り
、『
近
畿
松
江
会
』
の
発

展
は
太
鼓
判
で
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」

※
編
集
注

“
隠
居
村
・
隠
居
広
場

”
は
、
旧
制
松
江
中
学
入

学
、
新
制
松
江
高
校
１
期
卒
業
の
有
志
の
皆
様
が
、
母
校
（
松
江

北
高
）
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
親
睦
会
。
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かり

田
た

運三郎〔第二代会長・顧問〕

 近畿松江会創立 10周年記念大会に当り、松江市長から感謝状受賞の栄誉に
浴したことはこのうえない慶びです。これも皆様方のお力添えがあったれば

こそであり、感謝の念で一杯でございます。

10 年前に市町村合併により松江市も 20 万人近くの県都として新しく発足
されました。これを契機に近畿島根県人会の存在しなかった松江市人会をつ

くり、新しい松江市の融和と発展に努めようとして創立されたのが近畿松江

会の誕生でした。

 当時、近畿島根県人会会長の和田亮介氏の呼びかけにより、10人の発起人会を立ち上げ 5回の
会合を開きながら、数回にわたり地元松江市および関係団体を訪問しご挨拶とお願い行脚をいた

しました。

 その結果は私共の話を真剣に取り上げて頂き、懸命なご努力を賜りましたお陰で平成 18 年 10
月 22 日（日）大阪新阪急ホテルに 130 名を超える人たちが集まり創立発会式を挙行してから、
早や 10周年を迎え、感慨深い想いがいたしました。
 何しろ零からのスタートで、会の基礎づくりには手間と時間が掛かりました。幸い松江市の強

力な支援があり何とか形が整いましたが、本当に血肉の通った会になったのは、石の上にもの譬

え通り、3年の歳月が経ったころでした。
 何とか早くというので、三水会という集まり、つまり毎月第 3 水曜日の夜、大阪玉造口にある
「大枡」で、盃を交わしながら、腹蔵なしに語り合う会をつくったのです。そのうち、酒もいい

が、一体感を出すのには、やはり歌だということになり、岡野貞一作曲の故郷（ふるさと）の替

え歌「ふるさと松江」を皆で作詩して三水会で合唱したのです。

早速効果がでたのが、故郷松江へのバスツアーです。ツアーは日本三大船神事の一つ“ホーラ

ンエンヤ”の見学でした。12年に一度という勇壮きわまりない神事の見事さに、一同肝を奪われ
たものです。そして、行きかえりのバスの車中で謳った「ふるさと松江」の大合唱が松江会の結

束を一気に昂揚させたことです。

おかげ様で、設立の苦難期は何とか乗り越え、後は県都松江を故郷にもつこの近畿松江会をど

の様に発展させるのか。会歌は、歌詩の末尾を「だんだん松江ふるさと」と結んでいます。会発

展の鍵は、この「だんだん」、つまり皆さんに対する“感謝”しかないと、自分に言い聞かせる昨

今です。

平成２５年７月

  和田亮介顧問・伊藤雅義相談役

  澄川光成副幹事長 ３氏の退任

  感謝の『だんだん会』
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有 田  嵩〔副会長〕

人の輪 

 一万余人の合唱会に出た。

いろいろの合唱、ハーモニーをそれぞれしっかり楽しむ。最後に全員で“青

い山脈”を合唱した。青、壮、熟年、それぞれいきいきした笑顔、握手、手を

とり合って築く楽しい絆、きずな、手と手に伝わる信頼、まさに喜びと青春そ

のものに感じた。若々しい気持ちになった。

 高校時代“青い山脈”を読み、映画を観て感激した。いつまでも文脈を繰り返し、山の彼方を

見つめたのは“松江の美しい山、山だった。青春の夢は大きく開いた。

 高校卒業後、近畿在住者による宍道会を結成し、郷里の誇りを心にして 会員の絆、信頼関係

を築いた。絆は一層 強くなった。

 その後、松江会の準備会があり、喜んで参加。立派な創立総会があり、参加者皆、よろこんだ。

まさに新しいスタートだった。

 今度、感謝状をいただき恐縮して居ります。

 新しい出会い、きずなを大切にして、発展していく日本の中核都市に呼応した近畿松江会も、

内容的にも実のある立派なふるさと会になるよう努めてまいりたいと心します。

 青い山脈

   １ 若くあかるい 歌声に     ２ 古い上衣よ さようなら

     雪崩は消える 花も咲く      さみしい夢よ さようなら

     青い山脈 雪割桜         青い山脈 バラ色雲へ

     空のはて             あこがれの

     今日もわれらの 夢をよぶ     旅の乙女に 鳥も啼く

滝空山～大平山～枕木山へ至る稜線
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井 上 隆 吉〔常任幹事〕

去る 5月 24 日近畿松江会 10周年記念大会が盛大に開催されました。 

当日は松浦市長をはじめ市の幹部の方、ご来賓、会員と会員関係の皆様合

わせて 140 名と今までにない多数の出席をいただき、会を盛り上げていただ

きましたことを幹事の一人として大変嬉しく思いました。また、今回は時を

同じくして松江城が国宝に指定された慶事と 10 周年記念大会が重なったこ

とも大会が盛り上がった一因ではなかったかとも思いました。 

こうした意義ある大会の中に於いて、私ごときが松江市より功労者として感謝状を拝受いたし

ました。これは偏に歴代の会長、役員の方々をはじめ会員の皆様のご指導、ご鞭撻のお蔭と厚く

御礼申し上げる次第でございます。また創立時にご苦労されました諸先輩に合わせて感謝を申し

上げます。 

創立当初からの会員ではありませんでしたが、入会して以来の思い出としての一番は何と言っ

ても平成 21 年 5 月の郷土訪問でホーランエンヤを見に行ったことです。子供の頃、祖父に連れて

行かれたことを思い出し胸に迫る思いがありました。家内の友人 3人を同行案内しましたが、皆、

感激をされ、大変感謝をされました。 

私は昭和 11 年、上東川津町で生まれました。川津小学校、第一中学校、松江工業高校で学び、

昭和 33 年に大阪に出て建設会社に就職し、平成 22年に退職するまで 52 年間勤務しました。大阪

に出た当時は松江出身の方になかなか会う機会がなくて寂しい思いをしましたが、数年経た時に

松江工業のＯＢ会「近畿松江工窓会」があることを伝え聞き、すぐに入会し先輩達、松江出身の

人達に会い、懐かしさと心強い思いをしました。それを機会に県人会、近畿島根経済倶楽部など

に入会させていただき、各界で活躍されている皆様のお話を聞き、公私に参考にさせていただき

ました。現在は島根県市町村人会親睦ゴルフ大会、松江会の親睦ゴルフなどのお世話をさせてい

ただいています。 

その他、色々な機会を活用し、「水の都松江」の小冊子を配布して松江のＰＲに努めています。

月 1回のペースで実家の用事で松江にも帰っているところです。 

今回の受賞を励みとして、松江市、近畿松江会の益々の発展の為、お手伝いできるよう努力い

たしますので、近畿松江会ご関係の皆様方のご指導を宜しくお願いいたします。 

末筆となりましたが、皆様のご健勝をお祈り申し上げます。 

第６回 近畿松江会親睦ゴルフ

平成２７年５月２０日

於 茨木国際ゴルフ倶楽部
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「１０周年記念総会・懇親会」 

に参加して （アイウエオ順） 

荒銀 昌治（安来市広瀬町） 

10 周年記念大会は、直前に松

江城天守が国宝に答申されたこ

ともあって、大いに盛り上がり、

充実した楽しい会になりました。 

 その折、松浦市長から国宝格上げの決め手に

なった学術的研究成果の詳細を披露され感銘

を受けました。 

 また、日本経済新聞が 6月 9日付朝刊で同様

の内容の記事を掲載しましたので、全国的にも

理解が深まり今後の観光にも役立つことにな

るでしょう。 

 機会をいただきましたので、松江・松江城と

私の出身の広瀬町の「ご縁」について紹介しま

す。 

松江城は、関ヶ原の合戦（1600 年）の戦功

により出雲、隠岐の領主となった堀尾吉晴が、

月山富田城（現在の安来市広瀬町）から移城し、

完成したのが 1611 年です。   

 このため、家臣団を始め多くの住民も富田よ

り松江に移住しました。そうして、実に 427

年という長い間、城下町として繁栄した富田は

一寒村へと様がわりをしてしまいました。 

 当時「思いがけない松江ができて、富田は野

となり山となる」とうたわれたということです。 

 現在、松江在住の人々もそのルーツを探して

みれば広瀬に縁のある人も多いのではないか

と思います。 

 なお、堀尾吉晴の墓は広瀬町にあります。

1611 年病没した吉晴はその遺言により月山の

北麓にある名刹巌倉寺（イワクラジ）に帰葬さ

れました。石組の台座の上に立派な五輪塔が月

山山頂に向かって据えられています。 

 また、月山富田城は平成 17 年、日本城郭協

会により「日本 100 名城」に選定されました。 

 安来市は観光客等来訪者の利便性の向上を

図るため、月山富田城周辺施設の修繕等の事業

に多額の費用をかけて実施中です。 

 広瀬町出身者としては、松江城観光客の一部

が月山富田城にも訪れてもらいたいものだと

願っている次第です。 

「堀尾吉晴公像」松江城大手門 

伊藤 雅義（宍道町） 

 今年 3 月下旬のある日、近

畿松江会から一通の封書が届

いた。開けて見ると創立 10 周

年記念「総会・懇親会」の知

らせである。 

 創立総会時に役員の一人として居合わせて

から既に 10 年、この時間の経つ早さに唖然と

した。 

 総会当日は少し早目に会場入りし、先ず呈茶
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席で、 田顧問ご令室様お点前のお薄を味わい

深く頂く。 

 やがて定刻になり記念大会が始まる。挨拶や

報告などの議事が進む中、この 10 年間折々の

出来事が脳裏に走馬燈のように甦ってきた。 

 総会に続いての基調講演のテーマは「松江文

化資源、小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）を

現代にいかす」。講師は小泉凡先生。穏やかな

語りに会場は静謐な雰囲気に包まれ、小泉八雲

の直系の方にしか語れない講話を興味深く拝

聴した。 

 休憩の後はいよいよ懇親会。私が就いたテー

ブルは和田哲（株）の守田さん、 田顧問のご

家族等気心の知れた方達で、食事をしながら和

やかに会話が弾み、懇親を深めることが出来た。 

宴が盛り上がるにつれ、テーブルを越しての

交流も始まり、竹馬の友光田仁一氏等とも遥か

なる来待の里に思いを馳せて杯を酌み交わし

た。また、松浦市長と同じ玉湯町林出身で私の

妻の従弟、中曽暁尚氏が初めて出席しており偶

然の再会を喜びしばし歓談することも出来た。 

 宴たけなわ「福引き大抽選会」が始まると、

盛り沢山な豪華景品に歓声が沸いた。最後は万

歳三唱でお開き。お世話して頂いた方々に感謝

し、この慶事に参加できた喜びを噛みしめなが

ら会場を後にした。 

大浦 綾子（北田町） 

「知らない偉い方ばかりのと

ころで、緊張しなかった？」。私

が「近畿松江会」に参加したと

聞いて、級友が心配してくれた。

「そんなことなかったよ。楽しかったよ。」と

答えながら、本当に良かったと、当日を振り返

る。 

受付を済ませ会場に入ると、特設のお茶席で

のお抹茶のおもてなしが待っていた。懐かしい

お菓子と美味しいお抹茶に身も心も和らぎ、そ

こはもうふるさと「松江」の世界。ふと、「お

客さん」に出すお抹茶の準備をする祖母の手元

が脳裏に浮かんできた。格式張ることのない、

普段着の日常の仕草。そんな小さな思い出が

次々に蘇って来た。 

私は、小泉先生関係ご著書や冊子「湖都松江」

の特別販売のお手伝いをさせてもらったが、そ

こでいろいろな方とお話できたのも良かった。  

国宝に指定された松江城天守。八雲を通して

世界に発信されている故郷の姿。誇らしい気持

ちでいっぱいになった。故郷松江を大切に守り

続けてくださっている方々、日本全国・世界に

松江の良さを発信し続けてくださっている

方々、そして、故郷を懐かしみ親睦を深める機

会を用意してくださった方々と同席できて、温

かな気持ちになって帰路に着いた。     

松江商業の生徒さんが作られたという美味

しいお煎餅を抱えて・・。 

「著書・冊子、特別販売中」 

押田 良樹（大庭町） 

記念すべき創立 10 周年記念

総会まで残り 10 日を切った 5

月 15 日のことである。竹谷事

務局長がメールで思いがけな

いニュースを伝えてきた。何と松江城天守が国

宝に指定されることになったというのである。

突然の知らせに驚くとともに、あまりのタイミ

ングの良さに信じられない思いであった。 

質実剛健の風格を示す我らが松江城天守が、



~ 33 ~ 

国宝の価値ありと認められ、全国・全世界に知

られることは、近畿松江会の会員にとって、こ

の上ない喜びであり、長年国宝化に向けて運動

を続けてこられた地元関係者各位の喜びはい

かばかりかと感慨深いものがあった。 

達筆で知られる小川龍朗副会長は、即日、雄

渾なる筆致で「祝松江城天守国宝指定」と大書

した垂れ幕を作られ、それが記念総会の壇上に

華やかさを加えることになった。 

そして、当日は会場全体が常にも増して終始

高揚感に満ち溢れ、10 周年記念総会は忘れ得

ぬ印象深いものとなった。 

また、小泉八雲の曾孫である小泉凡氏の講演

も実に興味深いものであった。昭和天皇を戦犯

から救ったと言われるマッカーサーの副官ボ

ナー・フェラーズと八雲の因縁、そして戦後、

八雲の長男であり凡氏の祖父である一雄氏と

フェラーズの再会など数々の奇遇や小泉家に

起こる不思議な出来事など、直系の曾孫凡氏な

らではの話には迫真力があった。 

実は、松江北高の近畿地区同窓会である近畿

双松会の一部の会員の間では、今年の初め頃か

ら突如と言う感じで「小泉八雲ブーム」が起こ

っていた。仕掛け人は渡辺悟事務局長で、「新

編 日本の面影 (角川ソフィア文庫)」を会員に

熱心に紹介、推薦した。私も八雲作品は「日本

雑記」などを断片的に読んだだけであり、特に

松江を舞台にした作品に関してはほとんど読

んでいなかったので、この松江や松江市民を生

き生きと描いた作品は、初めて、八雲と松江と

いう視点から八雲を理解するのに役立った。そ

の後「神々の国の首都」、「へるん先生生活記（梶

谷泰之著）」、「八雲の妻－小泉セツの生涯（長

谷川洋二著）」、「怪談四代記（小泉凡著）」、「終

戦の昭和天皇 ボナー・フェラーズが愛した日

本（山野車輪著）」など、八雲関係作品に浸る

日々が続いている。 

私よりもさらに八雲好きが嵩じたらしい松

本耕司会長などは、八雲終生の大著である「日

本－一つの試論」という難しそうな本を、5508

円の大枚を投じて入手している。（読破したか

どうかは不明であるが。）私もいずれ挑戦した

いと考えている。 

去る 7 月 4 日は松江の「八雲会」創立 100

年の記念行事として、西津田の総合文化センタ

ーで八雲会主催の「八雲の記憶、百年の継承」

と題する記念講演会・シンポジウムが開かれ、

折よく帰省中であったので参加することがで

きた。本庄の生家の草刈り作業で帰省中だった

松本氏も作業を早々に切り上げ聴きに来たの

は言うまでもない。 

100 年にわたって八雲顕彰のために地道な

活動を継続してきた八雲会に敬意を表すると

ともに、あらためて八雲のオープンマインドと

思考力の広さ、先見性や観察眼の鋭さを再認識

する機会となった。 

八雲の血を受け継ぐ凡氏が若くして松江に

Iターンされ、腰を落ち着けて、八雲顕彰の中

心として活躍されているのは実に貴重という

べきことであり、松江市はかけがえのない人的

資産である八雲と、貴重な物的資産である松江

城を、松江の知名度アップに一層活かしていっ

てほしいと願うところである。 

松江城天守国宝化を皆で祝うとともに、小泉

八雲への理解を深める機会となり、私にとって

実に有意義な 10 周年記念の総会であった。 

小高 久始（宍道町） 

10 周年記念大会の盛会を眺

めながら、先ずは発足から今日

までの役員さん達のご苦労に

深く感謝申し上げます。 

私自身にとっても70歳から80歳と体力の鈍

化が始まるときでしたが、小学校、高校までの
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同窓会が、高齢のためと称して次々に終わりと

なり、松江に行く機会が減ったとさびしく思っ

ておりました。 

近畿松江会の発足により、隔年の故郷訪問バ

ス旅行があり、総会では松江の空気に触れるこ

とが出来、有難く喜んでいます。 

近畿松江会、今後も益々の発展を期待してお

ります。 

小田 一美（堂形町） 

「やあ、今日は」、「よう、久し

振り」。いろいろな挨拶が聞こえ

てきた。近畿松江会創立 10 周年

記念大会に参加した時のことで

ある。 

満面の笑みをうかべ、楽しそうな、嬉しそうな

顔、顔、顔。 

私も、初めて参加する友人 2人を誘い参加し

た。今回で確か 3回目となる。友人を共通の知

人に紹介するためである。1人は約60年ぶり、

１人は約 40 年ぶりとのこと。2 人とも時空を

超えてすぐに楽しそうに談笑していた。一時期

をともに過ごしたふるさと松江の力は絶大な

ものである。人の縁、繋がりの深さをあらため

て感じた次第である。 

私もいつものことながらとても楽しく参加

させていただいた。今回の記念大会を開催する

にあたり、役員の方のご苦労は大変なものであ

ったと思う。また 10 年間松江会を支え、運営

されてこられた故郷の先輩方にあらためて敬

意を表します。 

今後も出来る限り参加させていただきたい

と思っています。感謝。 

神谷 紀男（竪町→新町→上乃木）

学校の先輩（伊藤会長）の影

響で入会して 8 年目、今回の総

会は記念大会ということで都合

をつけて参加しました。 

小泉先生の基調講演は非常に興味深く拝聴

しました。また、松江城天守の国宝指定、市区

町村の「暮らしやすさ」松江市が全国トップ、

錦織圭の活躍などのニュースはうれしい限り

です。 

参加の都度、新しい出会いがありそれが楽し

みの一つですが、今回、武田常任幹事から茂居

常任幹事を紹介されました。私が茂居さんと同

じ竪町に住んだことがあり意気投合。数日後、

3人で再会し昔話に花を咲かせました。一期一

会の場を与えてくれるのも近畿松江会の良い

ところです。 

木村 恵吉（雑賀町） 

近畿松江会創立 10 周年記念

大会は来賓 32名をお迎えし、会

員、会友 105 名と多数出席いた

だき成功裏に終えたことを、一

会員としてうれしく思います。 

 私は開宴の挨拶を受け持ちましたが、挨拶

には開催間近に飛び込んできた松江城天守の

国宝答申、経済産業省による「松江市は全国

一住みやすい町」の調査結果の発表、また錦

織選手の活躍などのうれしいニュースを入れ

させていただきました。そしてその詳しいお

話を松浦松江市長様からご祝辞の中でお聞か

せいただこうとお願いをして、挨拶とさせて

いただいた次第です。 

 うれいしい話が多く祝賀ムードの中での大

盛会、皆様ご苦労様でした。 
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田部 拓生（手角町） 

近畿松江会創立 10 周年おめでとうございま

す。創立 10 周年記念総会に出席し郷里の皆様

との素晴らしい出会いをいただき、懐かしく会

話しました。それぞれに年は重ねましたが想い

は一緒、郷里の話に花が咲き大変盛り上がりま

した。 

あらためて 10 年の長きに渡り、お世話いた

だいた歴代会長と、関わっていただいた役員の

皆様に敬意を表するところです。 

総会にご臨席いただいた松江市長松浦正敬

様からは「松江城が国宝に指定」されたという

ビッグニュースを満面の笑みを浮かべ紹介さ

れ、経緯のご説明をいただきました。会場から

は拍手の渦と喜びの声が上がりました。 

松江にとっては長年の夢が叶い、松江市全体

が燦然と輝いているように感じました。喜びに

沸く郷里松江、そして故郷の姿を思いペンを執

った次第です。 

鶴羽 孝子（西持田町） 

記念大会の 9日前にもたらさ

れた「松江城国宝指定」という朗

報は、「近畿松江会」の 10周年に

大輪の花を添えました。 

 晴れやかに記念総会が開催されたあと、小泉

八雲のひ孫にあたる小泉凡先生より「松江の文

化資源、小泉八雲を現代に活かす」をテーマに

基調講演がありました。八雲の足跡をたどるな

かで、今まで知りえなかった意外な経歴や、親

族ならではの秘話を聴くことができ、人間味の

ある八雲の実像に触れた気がしました。講演の

あと、会場で販売されたご自身の著書に、気さ

くにサインして下さった凡先生の温かいお人

柄も心に刻みました。 

そのあと開かれた懇親会では、多数のご来賓

が列席されるなか、松江市長のご挨拶がありま

した。松江城国宝指定を決定づけた祈祷札が見

つかった裏話が披露され、その興奮が直に伝わ

り、改めて慶びを共有しました。 

この会のメインイベントである抽選会では、

牡丹の花をはじめ松江の特産品が次々に景品

として登場し、皆それぞれに郷土の品を手にし

ました。 

     「抽選会風景」 

ただ一つ残念だったのは、名誉会員である桂

すずめこと三林京子さんが、やむを得ぬ事情に

よりお越しになれなかったことでした。すずめ

さんの落語を一席聞けるのではないかと心待

ちにしていましたが、最後までそのお姿は見え

ず、次回のお楽しみとなりました。 

 このふるさと会が末永く続き、よりよき会と

なることを願いつつ、祝宴の幕を閉じました。 

『事務局より』 

名誉会員三林京子さんは早々とご臨席のご

返事をいただき、抽選会の景品とさせていただ

く絵入りのサイン色紙と手ぬぐいもお届けい

ただきました。 

 午前中の仕事が長くなって時間に間に合わ

ず申し訳なかったと、わざわざお詫びに事務局

までお越しいただきました。だんだん 
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松本 耕司（上本庄町） 

 小泉八雲の曾孫の小泉凡先

生のご講演に加え、松江城の国

宝指定のビッグニュースが舞

い込み、この上ない状況の中で

10 周年記念総会が開催されましたことを、皆

様とともに心から喜びあいたいと思います。 

小泉八雲は著書の中で松江城のことを細か

く観察してその印象を記していますが、その中

で「松江城の天守は竜だ」と言っています。「上

下左右ところ構わず角という角に漏れなく目

をつけた竜だ」と。 

そして、今回の国宝化の大きな決め手となっ

たと言われる松江市ふるさと文庫 16「松江城

再発見」（松江城調査研究委員会、西和夫委員

長著）を拝見すると、八雲の見た松江城の印象

が大きなスペースを割いて紹介されています。

きっと文化庁の担当の皆さんの心をゆさぶっ

たことと思います。 

松江が国際文化観光都市になったきっかけ

も小泉八雲の著作活動に負うところが大きい

と聞いていますが、八雲は今また松江城天守の

国宝指定にも大きな役割を果たしてくれたの

だなと思います。 

そういう奇しき縁を感じながら小泉凡先生

のお話を楽しくお聴きいたしました。 

どなたかから聞いた言葉ですが、小泉八雲は

まさしく我々が誇る「松江の文化英雄」ですね。 

村尾 俊治（東朝日町） 

 創立 10 周記念大会に相

応しい企画内容で時を忘れ、

楽しく参加出来たことに感

謝します。 

 二つの事を書かせていただきます。 

一つは小泉凡氏のお話です。感動したのは小

泉八雲がオープンマインドで生きてきたと云

うことです。小泉八雲の多くの成果物には子供

の頃より接して来ましたが、その成果物がどの

ように生まれたのか、その思想やプロセスにつ

いて知ることはありませんでした。このオープ

ンマインドそのものを掘下げて我々は知る必

要があると思います。 

先日（5 月 15 日）、ほぼ 55 年振りに小泉八

雲記念館へ行ったその時、研究員の方だと思い

ますが「オープンマインド」についてお伺いし

た。現時点では知る書物もないとの事。しかし

来年（平成 28 年）にリニューアルオープンし

た時に特別コーナーをつくる予定と聞かされ、

強い期待を持って別れた。 

二つ目は松江市の錦織観光事業部長と同じ

テーブルに座ったことである。国宝松江城を中

心に水と緑と石垣そして山々、美しい松江をも

っと広く知って貰う為に多くの人に来て欲し

い。今後の企画に向け提言をして行きたく思い

ます。 

『国宝松江城天守』筆者作（Ｈ２５．１０）
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山嵜 麻里子（石橋町） 

ひょんなことから近畿松江会

に入会することになって、初め

ての総会。奇しくも創立 10 周年

記念大会ということで、小泉凡

氏の講演あり、空クジなしのクジ引きありと充

実した会でした。 

 同郷出身者というのはいいものですね。「あ

うん」で通じる話があるし、何より松江の自慢

話をしても誰も嫌な顔をしません。松江大好き

の私としては、思いっきり松江の話が出来たひ

とときでした。 

 会場で松江の文化情報誌「湖都松江」を購入

し、帰宅してじっくり読みました。知らないこ

とが沢山あり、益々松江を好きになりました。

和田亮介先輩のエッセイも素晴らしかったで

すねぇ。思わず引き込まれてしまいました。継

続して購入しようと思っています。 

 会のお世話をして下さった役員の皆さんあ

りがとうございました。これからも近畿松江会

に参加させていただきます。 

 最後に「松江城天守国宝」指定バンザーイ！！ 

『事務局より』 

冊子「湖都松江」について 

昨年、美保関でご講演いただいた高橋一清先

生（松江観光協会観光文化プロデューサー、元

文藝春秋各誌編集長）が編集統括をされている

冊子「湖都松江」（年 2回刊、単価 411 円）は、

松江が誇る地域文化の情報誌です。 

今回総会でも特別販売しましたが、近畿にい

ながらにして松江のことをより深く知ること

ができます。ご関心のある方は松江市文化協会

（0852-26-1157）までお問い合わせください。 

脇田 茂子（大阪市） 

 摩訶不思議・怪異・奇妙 

 日本にかかわらず世界中には

科学では解明できない色々な現

象や物語が存在しています。 

 神々の地出雲でのそれも異国を生地として

持つ小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）の日本

の「心」の奥深い所にある『言霊幸ふ国』の伝

承物語の裏側を曾孫さんである小泉凡先生に

よる講演で聴かせていただいたことが大変喜

ばしい事でした。 

 改めてこの日本の地に伝承されている様々

な物語を一つ一つ紐解くことが出来れば・・・

と思います。 

 昨年の高橋一清先生に続き、今回も素晴らし

い講演で楽しませていただきました。 

 近畿松江会のますますのご発展を心よりお

祈りいたします。 

『事務局より』 

会友の脇田さんには、一昨年合併した東出雲

町を歌詞 5 番として謳った会歌「ふるさと松

江」をピアノ伴奏、そして自ら歌い、最新ＣＤ

を作成していただきました。有難うございまし

た。 

閉会後役員集合 
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創立１０周年記念総会・懇親会 寄附金・抽選会景品寄贈者、団体

（順不同・敬称略）

 寄付をいただいた方々

足 立 秀 之・荒 銀 昌 治・石 倉 文 行・石 田 裕 子・伊 藤 征 治

伊 藤 雅 義・井 上 伸 久・井 上 隆 吉・井 上 芳 子・内 田 美 二

内 部 茂・梅 木 隆 志・大 野 徹・大 堀 裕 子・岡 本 由 美 

小 川 龍 朗・押 田 良 樹・小 田 一 美・面 白 絋・景 山 克 雄

神 谷 紀 男・ 田 運三郎・川角 十四枝・菊 池 尅 雉・木 島 光 子

北 島 幸 子・木 村 恵 吉・木村 八重子・京嶋 喜久子・木 幡 晃 正

坂 井 茂 子・佐藤 早智子・篠 崎 一 浩・篠田 いづみ・澄 川 光 成

曽 田 良 子・高 橋 小 梅・竹 内 一 郎・竹内 喜次男・武 田 貞 雄

武 田 和 子・竹 谷 獎・竹 谷 曜 子・田 中 英 明・坪 倉 司 郎

鶴 羽 孝 子・鳥屋尾 勇・永 井 彰・永 江 幹 雄・永瀬 光一郎

中 村 博 行・仁 宮 龍 聖・野津 ゆう子・長谷川 忠雄・長谷川紀美子

   福 屋 篤 子・藤 坂 優 子・松 尾 年 浩・松 本 明 夫・松 本 育 郎

松 本 耕 司・三 代 知 範・光 田 仁 一・三 成 宏 二・村 上 勝 美

茂居 理智子・守 田 宣 昭・森 廣 洋 子・山 内 和 美・山 﨑 杲

山 田 稔・和 田 寛・和 田 亮 介・渡 辺 悟

 抽選会景品寄贈者、団体

松 江 市 〔牡丹鉢植・さざえ粕漬け・地酒豊の秋・玉造キラキラミスト〕

   島根物産協会〔和菓子〕

   李白酒造  〔純米清酒〕

   活旬 大枡 〔あご野焼詰め合わせ〕

   伊藤 征治 〔松江商業せんべい〕

三林 京子 〔サイン入り色紙・手ぬぐい〕

   井上 道子 〔清 酒〕

※抽選会景品とし当会で用意した松江産品

  風流堂   〔山川〕

株式会社中隆〔松江ラーメン〕

中村茶舗  〔ラフカディオコーヒー〕

はまぼうふう生産組合〔はまぼうふう醤油漬〕

   ホテル一畑 〔胡麻ドレッシング〕
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寄稿集 “松江だんだん” 

会報のニックネーム「松江だんだん」にちな

み、「松江に“だんだん”する」ページをつくり

ました。 

わが町・わが村・・を「語る」内容でも、「思

い出」でも、「思い」でもすべて可とし、今年も

下記の方々に、謂わば町内代表としてご寄稿

をいただきました。 

皆で語り継ぐ企画ですから、町内リレー大

会のように、次号はあなたにバトンがいくかも

しれません。その節はよろしくタノンマスケン

ネ。 

■ 竪 町 

「竪町あれから４０年」 

茂居 理智子 

（堺市在住） 

 子供の頃「竪町に住

んじょうわね！」と言

うだけで自慢でした。 

 天神橋と 9号線に挟

まれた街。行きかう人は皆知り合いの様で誰

にでも「ちょっこし寄って茶飲んでおちらと

しゃっしゃい」と。一杯茶は縁起が悪いと 2

杯、3杯。茶菓子は煮メや漬け物。「バスは

なんぼでもくーわね」。松江の下町人情の街。 

あれから 40 年 

   バスは一時間に一本来るかな？ 

 呉服屋、魚屋が 3軒、風邪ひいてもけがし

てもとにかく診てくれた病院。古い建物の竪

町郵便局。スポーツ用品、化粧品、ボタン、

洋品、竪町に寄れば何でも揃う。 

“まるで商品の宝石箱だがね” 今でも商店

の名前は覚えていますよ。 

あれから 40 年 

 空き家と行きかう人も少なくなってきれい

すぎる街。銀行も支店から出張所になってし

まいましたが、今、竪町は頑張っていますよ。 

昔の青年成人君を中心に手作り物づくりの街

として新しい、若い人たちが集まり始めまし

た。空き家の再利用、よみがえりの風が吹き

つつあります。 

 当時からある紋書き屋、金物屋、茶碗屋、

げた屋、紙問屋、服地屋、花屋、傘屋、薬局

など、応援したくなる店がここで頑張ってい

ます。 

私のささやかな恩返しは築城 400 年祭で全国

から集めた南京玉すだれの仲間 80名と竪町

から松江城まで“松江良いとこ玉すだれ”パ

レードが出来たことです。もちろん私が先頭

ですよ！ 「松江城を国宝に」の応援に少し

でもお役に立ったかな？ 

 皆さんも帰松の際は、頑張る竪町へあの頃

を思い出しながら寄ってごしないね。 

“だんだん” 

■ 八束町 

「ふるさと大根島の思い出」

福屋 篤子 

（豊中市在住）

私の故郷は大根島で

す。18歳でふるさとを

離れ、大阪豊中に住ん

で 44年、随分月日が流
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れました。還暦を過ぎて、ふるさとも遠くに

なったはずなのに、大根島は、私の心の中か

らはなれません。 幼い頃は、畑の中に石土

道が広がり、人参畑に牡丹園、気心知った大

人たちが、遅くまで畑仕事に精を出されてい

る日常がありました。中海に囲まれた大根島

では、赴任された恩師が異動になる時など、

合同汽船の着く桟橋に集まって、紙テープを

手に別れを惜しんだ風景も浮かんできます。

今では“べた踏み坂”で話題となった江島大

橋を渡って境港市に拡がり、干拓事業により

築堤され、現在は幹線道路として供用されて

いる堤防道路で松江市街地に通じ、車の往来

が可能となって随分と便利になりました。 

幼い頃の記憶の中に小学校時代があります。

今は小中一貫校になり｢八束学園｣になったと

聞いています。学年、40名程で 2クラス、遊

びも勉強も陽が暮れるまでいつも一緒にいま

した。身長が１㍍にも満たなかった私は大き

なランドセルが重く、小学校の道程が随分長

く感じられたものでした。なかなか校舎まで

たどり着けずにいた頃、背中のランドセルを

ポイと持ち上げて、そのまま校舎まで導いて

くれた先輩、桑の実畑で道草をしたり、大塚

山に登ったり、耕運機が止まって、｢のってい

かっしゃい（乗せてあげるよ）｣の声。友たち

と乗り込み、そのまま家路へ、学校を中心に

豊かな畑路を探索していた頃、同級生との思

い出も膨らみます。 

家路に着くと、祖父母、曾祖母がご近所の

方と茶たくを囲んで、お茶会が始まっていま

した。煮物やお漬物等、何でもお茶請けにな

り、穏やかな笑顔の数々、“おかえり、たいぎ

したなー”の言葉が焼き付いています。とっ

ても寛いでいた幼い頃を懐かしく思い出しま

すが、住む場所は変わり、歳を重ねた今でも、

大根島の風習が忘れられず、友たちと茶たく

を囲んでいる私です。一家団らんで、“ なご

やかに 思い出で語る 年の暮れ”は本当に

楽しいものでした。 

 年に１，２回帰郷したときに牡丹や薬用人

参を島の土産として持ち帰ると、とても喜ば

れます。牡丹の大輪花は、やさしい存在感が

溢れ、見事に咲いたときは、何者にも代え難

く、庭先や職場にも植えて毎年楽しみにして

います。 

自己紹介で、「島根県の大根島です」 と伝

えると｢ヘェー大根島？大根とれるの？｣と聞

かれ、｢どんな所？行ってみたい｣と、すぐに

記憶されてしまうほど、“大根島”は珍しい

地名？なのか 有名になってしまいます。実際

のところ、由来はわかりませんが、それが心

地よく、転勤の都度、ちょっぴり得意げに出
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身地を伝えてきた自分がいます。薬用人参、

牡丹の観光地、等々貴重な特産品がたくさん

ある中で、どれだけ島の大人たちが精魂こめ

て、現在にいたっているのか、感慨にふけっ

ています。 

 今でも、年老いた母が秋の夜長にコツコツ

と牡丹の苗づくりに励んでいます。｢手伝おう

か？｣と声にするものの、形にたどりつかず、

精を出す母を、唯々尊敬の眼で眺めながら…。 

近日、近畿松江会・懇親会に出席した折り、

“はまぼうふう”というお漬け物をいただき

ました。幼い頃には無かったので、ふるさと

の母に聞くと随分前から苗を植えて育て、今

では大根島の特産品になったとか、小・中学

校の同級生が頑張って生産しているとか、ふ

るさとも新しく開花していることを知り、つ

い笑顔になります。   

国宝になった“松江城”を息子と訪れたい

と思いながら益々発展していく松江市を仰ぎ、

人情豊かな大根島の飛躍を祈念するひとりで

す。

■ 手角町 

「わが町」

田部 拓生

（奈良市在住）

松江市観光大使、平城東公

民館自主活動グル―プ連

絡協議会会長、平城東山野

草愛好会会長、奈良市民生協「ならコープ」総代、

正岡子規記念庭園 庭守り隊長

 私の故郷は松江市手角町、旧八束郡本庄村

手角で、松江市内から美保関方面に向かう島

根半島の中心部に位置し、日本海側北浦・片

江方面と美保関方面と道分かれする所です。

中海の中央に大根島を望み、その後方には伯

耆大山を眺望できる、海と山に囲まれた風光

明媚な所です。

当時は合同汽船も寄港し、また、バスの乗

り換え地点として交通の要所でもありました。

村の山手には枕木山「龍翔山 華蔵寺」の末寺

「象田寺」がありました。  

朝は大山から大根島にかけ射すご来光や中

海の水面に映る朝日を眺め、夕には「秋の夕

焼け鎌を研げ」の格言のように枕木山に沈む

夕焼けを仰ぎ、明日への備えと希望をつなぐ

自然あふれる閑静な農村でした。村人は出会

えば「お茶でもどうです」と誘い合う人情味

あふれる村でした。 



~ 42 ~ 

海側に目を向けると、港の中央にはカキの

養殖筏が浮かび、冬には美味しいカキを食べ、

中でも中海のウナギは絶品でした。今もなつ

かしく、時々魚介類を取り寄せて賞味してい

ます。 

港には小さな人工の出島があり弁財天が祀

られ盆正月にはお参りしました。夏には島の

周りでよく泳いだものです。この島の周囲に

棲息する甲羅が高く丸い 2 ～3㎝の天然記念

物「平家蟹」の子供がおり飼ったことを思い

出します。自然に恵まれた心豊かな故郷でし

た。両親が他界し最近は帰郷することも減り

ましたが、時々帰郷し村の方と出会うと顔を

覗き込むようにされて、「あら帰られました

か」とか、長老からは「モドラッシャッタカ」

と声を掛けていただき、懐かしい方言も飛び

だして新鮮に聞こえ、「ちょっと帰ってきまし

た」と挨拶を返します。これも素晴らしい出

雲の人情・文化だとあらためて実感している

ところです。 

こういった自然と文化の中で育まれ、昭和

32 年に大阪に就職して以来、いつの間にか半

世紀余りが過ぎました。現在は奈良市に住ま

いしております。「神々の国出雲・松江」から

「日本のまほろば奈良」に住まいし、神々の

ご縁をいただいたのかと思います。奈良にて

50 余年、今は奈良が第二の故郷となりました。 

現在は地域の公民館活動やボランティア活

動に参加し、また故郷で親しんだことと大変

関係深い趣味の会「山野草愛好会」も主宰し

ています。本庄地区に凛として聳える枕木山

には「華蔵寺」があり、重要文化財「薬師如

来像」が祀られていますが、そのせいか寺の

周囲には薬草が数多く生息し、美しい花と香

りを楽しませてくれました。（今も予約にて精

進料理がいただけると聞いています。） 

この素晴らしい郷土の自然の中で過したこ

ともあり、十数年前から「山野草愛好会」を

立ち上げた次第です。毎年 3～4回の展示会を

開催し地域の皆さんにご覧いただいています

が、来場の皆様の目は輝き、感嘆の声と喜び

の声を聞くたびに天の声に聞こえます。 

特に障がい者福祉施設での展示会で、障が

いのある方や同行者の方から「元気なときは

里山でよく見た花だ」と感嘆の声を聞いたと

きは、「野草と出会い、会話し、自然と関わり、

心豊かに日々活動できる喜び」を感じずには

いられませんでした。地域の皆様、そして同

好会、多くの友人との出会いを大切に語り合

い紡ぐ絆をかみしめ、第二の故郷で夢ある

日々を大切に重ねたく思います。 

素晴らしい故郷を思うとき、人情豊かな温

もりと「おもてなしの心」を忘れない松江の

皆さんは私の誇りです。いつまでも「侘び寂

びの心」を忘れず、豊かな自然を守り、自然

と共生する街であって欲しいと思います。 
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近 畿 松 江 会 会 則

【名 称】

第１条：本会の名称は、「近畿松江会」（以下「本会」という）とする。

【会 員】

第２条：本会の会員は、近畿地区及びその近接地に在住する松江市域出身者並びに縁故のある

者とする。

【目 的】

第３条：本会は、会員相互の親睦を図り、あわせて郷土の発展と活性化に積極的に参加・貢献

することを目的とする。

【事務局】

第４条：本会は、事務局を事務局長の勤務先に置く。

【事 業】

第５条：本会は目的達成のため次のことを行う。

１ 会報及び会員名簿の発行

２ 親睦会等の開催

３ その他本会の目的達成に必要な事業

【役 員】

第６条：本会に次の役員を置く。

１ 会     長   １名

２ 副  会  長   ２名

３ 幹  事  長   １名

４ 副 幹 事 長   １名

５ 事 務 局 長   １名

６ 常 任 幹 事  若干名

７ 幹     事  若干名

８ 監     事   ２名

９ 顧 問、相談役  若干名

【役員の選任】

第７条：役員は次の通り選出する。

１ 会長、副会長及び幹事長は役員の互選とし、総会で承認する。

２ 事務局長及び常任幹事、幹事は会長が委嘱する。

３ 監事は総会で選出する。

４ 顧問、相談役は、会長が指名し、役員会の議決を経て、総会で承認する。

【役員の職務】

第８条：役員の職務は次の通りとする。

１ 会長は、本会を代表し、その会務を総理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故のあったときは、その職務を代行する。

３ 幹事長は、会長の指示をうけて、会務の運営・執行にあたる。

４ 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故のあったときは、その職務を代行する。
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５ 事務局長は、会長の指示をうけて、会務の推進を図る。

６ 常任幹事は、行事担当幹事、会報担当幹事、地域担当幹事として幹事長を補佐する。

７ 幹事は、会務を補佐する。

８ 監事は、本会の会計、会務の執行につき監査し、総会にその結果を報告する。

９ 顧問、相談役は、役員会の諮問に応じ、会務について意見を具申する。

【役員の任期】

第９条：役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げない。

【総 会】

第１０条：総会は次の通りの要綱にて開催する。

１ 総会は、会長が招集する。

２ 総会は、本会の最高意思決定機関であり、会務の報告、決算の報告、決算の承認、役員等

の承認、会則の改正、その他本会の目的達成に必要な事項の審議を行う。

３ 総会は、年１回の開催とする。但し、役員会が必要と認めたとき、または３分の１以上の

会員から請求があったときは、臨時総会を開くことが出来る。

４ 総会の議長は、会長が務める。

５ 総会の議決は、総出席者の過半数による。可否同数の場合は議長がこれを決する。

【役員会】

第１１条：役員会は次の通りの要綱にて開催する。

１ 役員会は、会長、副会長、幹事長および副幹事長、事務局長、常任幹事、監事、顧問、相

談役を以って構成する。

２ 役員会は、会長が招集し、議長を務める。

３ 役員会は、本会の執行機関であり必要な事項を協議、議決し本会の運営、事業の執行など

にあたる。

【加入及び脱退】

第１２条：本会の加入及び脱退は次の通りの手続きにより行うものとする。

１ 本会に加入しようとする者は、所定の様式により会費を添えて申込むものとする。

２ 本会を脱退しようとする者は、文書により会長に申し出るものとする。但し、３期間継続

して会費の納入がないときは、退会したものとみなす。

【会 計】

第１３条：本会の会計は次の通り運営する。

１ 本会の経費は、会費及び寄附金その他を以って充てる。

２ 本会の会費は、年額 3,000 円とする。

３ 本会の会計年度は、毎年１月１日に始まり、１２月３１日に終わる。

【雑 則】

第１４条：本会を解散並びに本会則に定めなき事項若しくは疑義が生じた場合は、全会員の３

分の２以上の賛成を得なければならない。

【附 則】

１ 本会会則は平成１８年１０月２２日より実施する。

２ 平成２１年５月１５日改正。
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事務局から ”お知らせ“ 

近畿松江会にご支援・ご協力いただきありがとうございます。 

 今年度は近畿松江会創立 10周年記念大会として総会・懇親会を開催致しました。 

 参加者は創立時をしのぐ人数となりました。今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し

上げます 

現在会員総名簿数は 275 名、入退を重ね 169 名となっています。また、役員としてお世話いた

だいた方々も創立時 18名から、延べ 39名、現在は 19 名です。会員の皆様も是非役員の一端を担

っていただけることを願っています。 

さて、次回以後の総会・懇親会について多くの方より「バスツアー」での同時開催には参加し

にくいが、大阪での開催には是非参加したいとのお声が寄せられています。 

役員会に諮った結果、平成 28 年度も大阪での開催、「ツアー」は別企画を図ることといたしま

した。年末にお送りする年会費お納めのお願いの際には日時をお知らせしますのでご予定下さい。 

＜ 編 集 後 記 ＞

小学校の遠足で、木組みの足場でぐるぐる巻きにされた松江城を見た記憶があります。調べてみると昭

和 25年から 30年まで昭和の大修理があったとありますから 60年前の記憶でした。その松江城天守が遂

に国宝に、記憶は個人的にもとても嬉しい思い出に昇格しました。 

近畿松江会も遂に 10年・・・、鼕行列の御堂筋パレードを応援したり、ホーランエンヤを見に松江

に帰ったり、そして今回のご褒美とも考えたい国宝化と、長いようで短い、短いようで長い 10年

でした。それもこれも歴代の会長、役員、そして何よりも支えていただいた会員皆様のお蔭と厚

く御礼申し上げます。 

そんな思いもあって、この会報は10周年記念号とし、皆様の中に色々な思い出が甦ればいいなと勝手 

ながら考え、この間の記録にも意を注いで編集しました。お手元で何かのお役に立てれば真に幸いで

す。 

ご寄稿いただきました皆様には厚く御礼を申し上げます。また、いつものことながら最後のまとめはすべ

て竹谷幹事長のお力によるものであることに感謝を申し上げて、編集後記とさせていただきます。           

8 月 25 日 広報担当 松本耕司（上本庄町） 
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国宝松江城天守（別名千鳥城）

☆慶長 12年～16年（1607～1611年）堀尾吉晴が孫の忠晴を助け築城
☆明治 8年廃城令により諸建物と三の丸御殿を民間に払い下げることし、ことごとく取り壊される
   天守は 180円で落札されたが、出東村の勝部本右衛門、高城権八らにより資金調達、買い戻さ
   れ取り壊しは中止、保存されることとなる（当時 米一俵が約 3円）
☆昭和 10年（1935年）「国宝保存法」により国宝に指定
☆昭和 25年（1950年）5月 「文化財保存法」制定により重要文化財となる
☆平成 27年（2015年）5月 15日 国宝に指定するよう文部科学大臣に答申される
☆平成 27年（2015年）7月 8日 国宝に指定

松江藩歴代藩主

☆堀尾氏 

慶長 5年（1600）～寛永 10年（1633）  

【吉晴－忠氏－忠晴】24万石

☆京極氏 

寛永 11年（1634）～寛永 14年（1637）

【忠高】26万 4千石

☆松平氏 

寛永 15年（1638）～明治 4年（1871）

【直政－10代定安】18万 6千石

表 紙 に つ い て


